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利用案内

●開館時間　午前 9時 30分～午後 4時 30分
●休館日　　 月曜日（祝日の場合は翌平日）
                   館内整理日、年末年始（12/29～31、1/1～4 ）
●入館料

　＊７０歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方（付き添い１名
　含む）は入館料が免除されます

区分 個人 団体（20名以上）
一般 300円 240円

高校生、大学生 200円 160円
小・中学生 　　　免除　 免除

交通案内

●電車とバス利用
JR我孫子駅下車、我孫子駅南口バス停より市役所経由
バスで「市役所」下車、徒歩５分
＊毎週土日祝日は博物館行きのバスが運行しています
我孫子駅南口バス停より、天王台行きバスで「鳥の博物館」下車
天王台駅南口バス停より、我孫子駅行きバスで「鳥の博物館」下車

●自動車利用の方は地図をご覧下さい（駐車場あり）

〒270-1145　千葉県我孫子市高野山 234-3
☎：04-7185-2212　FAX:04-7185-0639
ホームページ：http://www.bird-mus.abiko.chiba.jp/

●お問い合わせ：我孫子市鳥の博物館

発行・編集：我孫子市鳥の博物館／発行日2014年1月5日 (通巻36号） 
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  　 鳥類調査結果

   

表紙の鳥   ハイイロチュウヒ
写真提供：尾崎光代さん

調査日：2013年9月19日、10月17 日、11月15日（9：00～12：00）　
●手賀沼水面鳥類センサス結果 ●岡発戸の谷津田鳥類センサス結果

博物館学芸員が毎月行っている我孫子市内の鳥類調査の結果です

調査日：2013年9月25日、10月22日、11月8日（9：00～12：00）　
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＊種不明、家禽や外来種は除く　

科名 種名 個体数（９月）（10月） （11月）
オカヨシガモ 0 0 19
ヨシガモ 0 1 3
ヒドリガモ 0 0 2
マガモ 0 41 110
カルガモ 165 88 170
オナガガモ 0 36 107
コガモ 14 45 102
ホシハジロ 0 0 4
キンクロハジロ 0 0 1
ミコアイサ 0 0 1
カイツブリ 16 20 31
カンムリカイツブリ 0 1 52
ハジロカイツブリ 0 0 10

ハト キジバト 2 0 0
ウ カワウ 109 135 134

ゴイサギ 1 1 0
アオサギ 5 2 26
ダイサギ 3 3 7
コサギ 7 6 19
クイナ 0 0 1
バン 1 1 1
オオバン 9 21 79

チドリ コチドリ 1 0 0
ユリカモメ 0 0 16
セグロカモメ 0 3 4
ニシセグロカモメ 0 0 1

ミサゴ ミサゴ 0 1 1
カワセミ カワセミ 0 2 3
モズ モズ 0 0 1

ハシボソガラス 9 14 6
ハシブトガラス 11 4 5

ツバメ ツバメ 3 0 0
ヒヨドリ ヒヨドリ 0 35 0
ヒタキ ツグミ 0 0 3

ハクセキレイ 2 0 1
セグロセキレイ 0 0 3

アトリ科 カワラヒワ 0 0 8
コブハクチョウ 16 20 30
アヒル 0 5 4
バリケン 0 2 2

合計 37種 358 460 931
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科名 種名 個体数（９月）（10月） （11月）
ハト キジバト 2 1 0
ウ カワウ 0 0 3

チュウサギ 1 0 0
コサギ 1 0 0
サギ科の一種 1 0 0

カワセミ カワセミ 1 1 0
キツツキ コゲラ 5 3 3
モズ モズ 2 7 2

カケス 2 2 0
ハシボソガラス 5 5 6
ハシブトガラス 8 7 2

シジュウカラ シジュウカラ 12 5 5
ヒヨドリ ヒヨドリ 6 67 79
ウグイス ウグイス 1 5 5
エナガ エナガ 10 0 7
ムシクイ ムシクイ科の一種 1 0 0
メジロ メジロ 10 0 15
ヒタキ ジョウビタキ 0 0 1
スズメ スズメ 21 12 18

キセキレイ 0 1 1
セグロセキレイ 0 1 0

アトリ カワラヒワ 4 18 4
ホオジロ 2 14 10
アオジ 0 1 7

合計 22種 95 150 168
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  　  特集
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  　最新情報
   第 68回企画展「日本の鳥展　ー鳥の見わけかたー」がスタートします！

　今年の冬は、あびこ自然観察隊に参加してみませんか？

　

　「オーイ！冬鳥くん」は手賀の丘の森から手賀沼湖畔まで
を歩き、山野と水辺の鳥を両方を楽しめる観察会です。やさ
しい自然解説で子どもから大人まで楽しめ、「しらべ学習」
や自由研究にも役立ちます。

展示期間：平成 26年 1/25（土）～６/29（日）

開催日  2/9（日）　9：00～12：30（定員 30名）

2014年 1月 ～ 3 月

●自然観察会

●講演・座談会
○テーマトーク
　時間：毎月第２土曜日　１３：１５～１４：００　
　場所：博物館多目的ルーム（参加無料）
　講師：山階鳥類研究所研究員

　　　　
　　　○てがたん ～手賀沼定例探鳥会～
　　時間：毎月第２土曜日　１０：００～１２：００　
　　集合場所：博物館玄関　（予約不要）
　

 
  　 イベント情報

   

３２

文：鳥の博物館学芸員：塩田　いづみ

＊参加希望の方は申込みが必要です。詳しくはイベント情報をご覧ください。

　

○あびこ自然観察隊④　春の谷津田観察会
　　日時：３月２1日（金祝）９：００～１２：００　
　　集合場所：JR東我孫子駅前（予約必要）
　　定員：３０名（小学４年生以下は保護者同伴）　　　　
　　申込み：３月１日より受付開始
　詳細は広報あびこ３月１日号、博物館ホームページをご覧ください
　　

○あびこ自然観察隊③  ～オーイ！冬鳥くん～
　　日時：２月９日（日）９：００～１２：３０　
　　集合場所：鳥の博物館駐車場（予約必要）
　　定員：３０名（小学生は保護者同伴）　　　　
　　申込み：１月 5日より受付開始
　詳細は広報あびこ１月 5日号、博物館ホームページをご覧ください
　　

＊自然観察会は高校生以上の方は保険料１００円が必要です　　

＊

　１年に４回開催している、あびこ自然観察隊は我孫子の自然に愛着を持ち、自然理解を深め、地域の自然を探検，発見，体験
して遊ぶことを目的としています。「見る」だけの観察から、「触れて」「知って」「考える」観察会、そして子供たちが遊べるようにと
考え、鳥だけにこだわらず、我孫子や手賀沼周辺の自然を様々な角度から観察します。皆さんも参加してみませんか？

あびこ自然観察隊③  ～ オーイ！冬鳥くん～
　　　　
　
　　

●企画展
○第 67回企画展「第 10回友の会展」
　期間：平成 25年 12月 7日 ( 土 ) ～平成 26年 1月 13日 ( 月祝 )

　

　　　　
　　　

○第 68回企画展「日本の鳥展　ー鳥の見わけかたー」
　期間：１月 25日 ( 土 ) ～6月 29日 ( 日 )

　

　　　　

　世界には10,000種以上の鳥類が見つかっていますが、そのうち
633種の鳥が日本から記録されています。その形態は多種多様で、
種を見わけるのが簡単なものもいれば、たがいにとてもよく似てい
るものもいます。鳥は私たちと同じように老若男女で外見が変化し
ますし、地域によっても色や模様が異なることがあります。
　今回の企画展では、当館が所蔵している日本産鳥類のコレクショ
ンを活用し、見わけ方やそのポイント、鳥をみわけることで何がわか
るのか、などについて展示します。似ている鳥たちの違いのヒミツに
せまってみましょう

ミコアイサ ルリビタキ

　谷津田は台地が浸食され形づくられた谷津にある水田
のことです。雑木林に囲まれ、そこを流れる水を利用し、
昔から米作りが行われてきました。昔ながらの景色が残る
谷津田で春の動植物を観察します。

開催日  3/21（金祝）　9：00～12：00（定員 30名）

あびこ自然観察隊④  ～春の谷津田観察会～
　　　　
　
　　

ニホンアカガエルタチツボスミレ

　セグロセキレイ ハクセキレイ
　顔の羽色が違うセグロセキレイとハクセキレイ。その他にも
翼や体の羽色から性別や成幼など様々な違いが分かります。

ハシブトガラス・ハシボソガラス
の割合

宮ノ森公園 中里市民の森 根戸船戸緑地 天王台西公園

ハシブトガラス

ハシボソガラス

ハシボソガラスが多いハシブトガラスが多い両種、同じくらい

　毎月１回おこなっている市内の公園４カ所の鳥類センサスの結果からわかったこと、調査中に観察したことをご紹介します。

「天王台西公園」いろいろ観察記録

●ハシボソガラスの繁殖

　天王台西公園は、天王台駅のすぐそばにあり、店や
ビル、住宅地に囲まれた都市公園です。こんなところ
にも鳥は生息しています。

2011.5.19

ハシボソガラスの幼鳥

●天王台西公園にハイタカ出現！（2013.11.19）

　公園内でギャーギャーとう
るさい鳥がいると思い振り向
くと、ハイタカが鳥を捕まえ
ていました。そしてハクセキ
レイ二羽がこのハイタカを追
い払おうと何度も向かって
行っていました。ハイタカは
公園内でばつが悪かったのか、
捕まえていた鳥を放して、飛
んでいってしまいました。ハ
イタカがいた場所にいってみ
ると、ムクドリの羽が落ちて
いました。ギャーギャーと騒
いで命拾いした鳥はムクドリ
のようでした。落ちていたムクドリの羽

ハシボソガラスの巣

コンクリート世界の
中にぽっと出現する
小さな都市公園で
す。秋の紅葉は美し
い。

森のカラス Jungle Clow（ハシブトガラス）の名の通り、緑地ではハシブトガラス
が多く見られました。一方、宮ノ森公園では、半々くらい見られ、天王台西公園で
はハシボソガラスが繁殖していることもあり、ハシボソガラスが多く見られました。

（４年間の調査結果より）
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「我孫子の公園の鳥類」

ハシボソガラスハシブトガラス

　2010年～2013年、４年連続で繁殖しているの
を確認しています。

ハイタカ


